
G&L 

 

Gと Lとの接点を探している 

簡単ではない 

まるで股裂きの刑にあっているかのようなしんどさ 

 

Gとは苦痛や快楽を伴わない興奮である 

その中には研究し尽くされた本能や 

抑圧された欲望をくすぐる色彩や音声が 

君の指先によって踊り狂い 

君はそれによって操られる 

忘れる？ 

忘れることなどできるものか 

でなければその時点で終了だ 

それができないからエンドレスなのだ 

まさにビルトインされているわけだ 

 

Lとは 

いやいや 

Lについて書くのは実につまらない 

朝と昼と夜があり 

食べて排泄するサイクルがあり 

呼吸がある 

それと・・・ 

ああ、考えただけでいまいましい 

 

Gと Lとの関係性を探るうえで 

もっとも重要なのは「糊塗」であって 

それが「消去」ではない、ということだ 

そのために働くことは可能だろうと思う 

けれどもそのために生きることはできない 



そのメカニズムはまだわからない 

 

さて今日もまた 

一見無関係な Gと Lの開始だ 

(2011.8.27) 


